
1 

 

2024年度正野賞の受賞者決まる 

 

受賞者：竹村和人（気象庁大気海洋部） 

研究業績：夏季アジアジェット上を伝播するロスビー波束の増幅に

伴う遠隔結合と天候への影響の研究 

選定理由：夏季日本付近の天候は，シルクロードパターンに代表さ

れる対流圏上層のアジアジェットに沿って伝播するロスビー波束

と，フィリピン東方海上での積雲対流活動を起源として対流圏下

層で伝播する太平洋・日本（PJ）パターンの二つのテレコネクショ

ン（遠隔結合）に大きく左右されていることが，既往研究により明

らかとなっている。この二つの遠隔結合はしばしば同期して発現

し，異常天候を日本付近にもたらすことも経験的には知られてい

るが，両者の相互作用や，同期的発現メカニズムは明らかでは

なかった。竹村氏は，夏季日本付近で発現する準定常ロスビー

波の増幅を伴う対流圏界面付近での等渦位面上の温位の南北

反転（以下， 温位反転と略す）の強化に注目して，長期再解析デ

ータや大気大循環モデルを用いた数値実験結果などを巧みに解

析することにより，この二つの遠隔結合の同期的発現メカニズム

や予測への影響を解明することに成功した。 

まず竹村氏は，夏季日本付近での温位反転が生じた事例の

解析を行い，温位反転に付随して対流圏上層を低緯度側へと進

入した高渦位大気塊が誘起する力学的上昇流によって，日本の

南海上での積雲対流活動が強化し，低気圧性擾乱の発生が促

されたことを示唆した[業績 1]。次に，長期再解析データを用いて

夏季日本付近での温位反転事例を対象とする合成図解析を行

い，アジアジェットに沿う準定常ロスビー波の波束伝播が，日本

の南海上での積雲対流活動を強化し，PJ パターンが発現するこ

とを初めて明らかにした[業績 2]。また，太平洋高気圧周縁に沿う

暖湿流に伴う上昇流による渦管収縮によりロスビー波が増幅し

PJ パターンが持続すること[業績 3]や，大振幅の準定常ロスビー

波が北西太平洋域での低気圧性擾乱の発生及びその環境場に

及ぼす影響を明らかにした[業績 4]。既往研究では，PJ パターン

は熱帯域の大気海洋変動によって駆動されると考えられてきた

が，竹村氏の一連の研究によって，中高緯度の大気循環変動が

PJ パターン発現の一因となることが初めて明らかになった。 

さらに竹村氏は，温位反転を伴わない PJパターンと熱帯域の

海面水温偏差や対流活動偏差との関連性を確認し[業績 5]，温

位反転が発生すると PJ パターンの出現頻度が有意に増加する

ことを明らかにした[業績 6]。また，大気大循環モデルを用いたア

ンサンブル再予報実験などから，夏季アジアジェット沿いの波束

伝播域やジェット出口付近での初期摂動や予測誤差が，PJ パタ

ーンに付随する対流圏下層の低気圧性循環偏差の予測精度に

大きな影響を与えることも見出している[業績 7，8]。 

一方竹村氏は，夏季日本付近で生ずる温位反転の出現頻度

の年々変動と様々な長周期変動との関連を調べた。エルニーニ

ョ・南方振動（ENSO）の発生に伴うウォーカー循環及びアジアジ

ェットの変調によって，温位反転の出現頻度が年々変動する可
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能性を明らかにし[業績 9]，ENSO と関連する海面水温の予測誤

差が，日本付近での温位反転の出現と関連するアジアジェットの

分流場の季節予測精度に大きな影響を及ぼすこと[業績 10]や，

正のインド洋ダイポールモード発生時にアジアジェットが北偏し，

日本付近で温位反転が強化しやすい傾向を見出した[業績 11]。

さらに，太平洋十年規模振動と温位反転の出現頻度の関連を見

出し[業績 12]，気象庁大気海洋結合モデルによる再予報データ

の解析から，温位反転の出現頻度の年々変動の予測精度がモ

デル更新に伴って大幅に改善していることや，それが ENSOの季

節予測精度の改善にも繋がることを示している[業績 13]。 

このように竹村氏は，シルクロードパターンに伴う大振幅準定

常ロスビー波が PJ パターンを発現させる重要な力学要因である

ことを初めて明らかにするとともに，関連する循環偏差の予測精

度に関する多くの新しい知見を得ることに成功した。以上の理由

により，竹村和人氏に 2024 年度正野賞を贈呈するものである。 
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